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個人トータル表

女　子 令和6年2月17日 17:25 開始

準々決勝

13 25

51 12 29 96

10 22

16 20

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 小堀　愛音 15 0 7 1 1 * 4 林　咲良 7 1 2 0 0

5 上田　心菜 14 4 1 0 4 * 5 橋本　芽依 22 4 3 4 1 TO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

6 西村　笑楽 0 0 0 0 1 * 6 桃井　優 3 1 0 0 1 TeamA : : : : : : : : :

* 7 松野　希咲 7 0 3 1 1 7 大久保　舞奈美 2 0 0 2 3 TeamB : : : : : : : : :

8 古森　果奈 0 0 0 0 1 8 山口　優利亜 6 1 1 1 1

9 山田　咲希 - - - - - 9 金丸　千蓮 0 0 0 0 1

10 江野脇　理琴 - - - - - 10 岡本　桜 5 1 1 0 0

* 11 佐野　真理奈 5 1 1 0 1 11 米島　愛樺 0 0 0 0 0

12 日和田　聡美 - - - - - 12 関　晴香 3 0 1 1 0

13 藤本　知里 - - - - - 13 木村　由衣菜 0 0 0 0 0

* 14 田中　もも 1 0 0 1 0 14 金谷　悠加 2 0 1 0 0

* 15 島内　詩香 0 0 0 0 5 15 フェリックス　クララ 16 0 8 0 1

16 澤田　侑希 9 1 2 2 4 * 16 石渡　聖凜奈 6 0 3 0 1

17 天川　こころ - - - - - 17 坂口　美果 0 0 0 0 0

18 河嶋　りんご 0 0 0 0 2 * 18 ユサフ　ボランレ 24 0 10 4 1

ｺｰﾁ 吉川　公明 ｺｰﾁ 山本　綱義

Aｺｰﾁ 荒木　恵美 Aｺｰﾁ 米長　真夫

合　　　計 51 6 14 5 20 合　　　計 96 8 30 12 10

クルーチーフ： 柳生　志乃

1stアンパイア： 田中　孝史 2ndアンパイア： 吉川　拓也 戦評： 記録： 天理大学
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市立尼崎

第34回近畿高等学校バスケットボール新人大会
 

Ａ

2nd

ジェイテクトアリーナ奈良

京都精華学園

３・４Q

川﨑　弘策

１・２Q

（兵庫） （京都）

0

20

40

60

80

100

120

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40

得
点

時間（分）

得点経過
市立尼崎 京都精華学園

〔 戦 評 〕
京都精華＃４林、＃５橋本、＃６桃井、＃１６石渡、＃１８ボランレ
市立尼崎＃４小堀、＃７松野、＃１１佐野、＃１４田中、＃１５島内
第１Q
京都精華＃１８ボランレのゴール下、リバウンドシュートを決められ、中々リズムが作れない市立尼崎。市
立尼崎＃４小堀のシュート、ポストプレーで応戦するも京都精華のボランレのブロックショットで得点を伸ばせ
ない。京都精華は＃５橋本のドライブインからファウルをもらい、フリースローを確実に入れ、第１Qを２５対１
３で終了する。
第２Q
京都精華のボランレのゴール下で得点を伸ばし、橋本、＃６桃井、林の３pでさらにリードを広げる。市立尼
崎も＃１１佐野の３Pやドライブインで得点を入れ返すも中々リードが縮まらず、第２Qを５４対２５で終了。
第３Q
京都精華は、前半と同様に橋本のドライブイン、＃１６石渡のポストプレー、ボランレのゴール下で着実に
得点を重ねる。市立尼崎もダブルチームディフェンスをするも京都精華の高さには圧倒される。京都精華は、
メンバーを交代し、2−1−２ゾーンディフェンスを仕掛ける。市立尼崎は点数を縮めることができず、第３Qを７６
対３５で京都精華が引き続きリードをする。
第４Q
京都精華はマンツーマンディフェンスに戻す。京都精華の＃１５クララがゴール下を立て続けに沈め、さら
にリードを広げる。市立尼崎も小堀のシュート、ポストプレー、＃５上田が３Pを２本沈めるも、京都精華の高
さに力及ばず９６対５１で勝利した京都精華がベスト４進出となった。最後まで粘り強くバスケットボールをし
た両チームに健闘をたたえたい。


